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背景と目的

土壌汚染評価、ＲｏＨｓ評価対策の需要増加

毒性の高いＡｓ（ＩＩＩ）、Ｃｒ（ＶＩ）の分離検出の必要性

高選択性分子認識固相抽出により価数別分離検出

従来のＡＡＳ、ICP発光分析のみでは検出困難

どちらか一方の価数形態を吸着する機能を評価

従来のイオン交換、キレート樹脂

同じアニオンフォーマットの分離

がきわめて困難

高濃度の塩などが共存するとそれ
らの影響によりイオンを保持しない

オイル、溶剤などの非水系の溶液
などからの抽出がむずかしい

今回検討した分子認識樹脂

Ｃｒ（ＩＩＩ）と（ＶＩ）の分離可能性

Ａｓ（ＩＩＩ）とＡｓ（Ｖ）の分離可能性

妨害塩が高濃度で存在するとき微
量の目的元素を選択的に濃縮しな

がら脱塩できる可能性がある

非水系溶媒中から目的元素を選択
的に濃縮することが期待できる

価数別に金属イオンを抽出するためには？
分子認識樹脂の特徴
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価数別Ｃｒ、Ａｓ分離のための前処理評価システム

ICP -AESICP -AES

Computer

ASPEC XLi for Metal MetaPREP SIA-BOX SPS5520 ICP-AES

High Selective

High Sensitive

ICP-AES Analysis

Full Automated Sequential 

Control by PC Software

M&S Instruments GL Sciences SII Nanotechnology

SPE Cartridge

SPE mini Column

MetaSEP AnaLig®
Technology

Sample Preparation

1st SPE Treatment
2nd MRT-SPE 

Sequential  Injection

AnaLig Cr-02 500mg

通液

溶出

測定

4M以上6M以下の酸 ×2mLｘ３～４回で溶出
4M HCl, 4M H2SO4, 4M HNO3

６M以上の硝酸をたくさん流すと酸化力により、官能基が劣化し、ゲル

の寿命が短くなる可能性があるので注意する。

6M HCl 2ml×2

精製水 3ml×3～5

流速 0.5～5ml /min
試料により最適化検討 洗浄

試料溶液

pH 0~10.5

分子認識ゲル MetaSEP Cr-02の固相抽出フロー

Cr 保持容量

0.1M HCl 2ml x 2
または、精製水 3ml x 3 - 5

流速 0.5～1ml /min

流速 5～10 ml /min

ICP-AESによる評価

Cr(VI) 0.05～0.15mM/500mg
Cr MW=51.9961

約7,8 mg/L

AnaLig As-01PA 500mg

通液

溶出

測定

0.2M以上のNaOH水溶液 ×2mLｘ３～４回

１M以上のNaOHを流すばあい、操作途中で扱かして、目詰まりの原
因となる。溶出には、適度の濃度が必要だが、目詰まり防止のために
は、ある程度の希釈が必要になる。試料吸う液後の水洗浄も重要で
ある。溶出時のカートリッジ目詰まりは、製品寿命が短くなる可能性が
あるので注意する。

0.5M NaOH 2ml×2

精製水 3ml×3-5

流速 0.1～1ml /min
試料により最適化検討 洗浄 精製水 3ml x 3-5

試料溶液

pH 0~8

分子認識ゲル MetaSEP As-01 PAの固相抽出フロー

0.05～0.5mM/500mg
As mw = 74.9216

約37.5mg/L

As(V) 保持容量

流速 0.5～1ml /min

流速 5～10 ml /min

ICP-AESによる評価

流速 5～10 ml /min

As(V)
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MetaSEP AnaLig® Cr-02
フラクションパターン

カラム通過液 洗浄液 回収液 回収液 回収液

各フラクション2mLを分析

模擬試料 Cr 200ppb

pH ５付近 （精製水）

洗浄液 水

脱着液 ４M 硫酸
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MetaSEP ME-1
フラクションパターン

カラム通過液 洗浄液 回収液 回収液 回収液

各フラクション2mLを分析

模擬試料 Cr 200ppb

pH ５付近 （精製水）

洗浄液 水

脱着液 ２M 硝酸

MetaSEP MRT AnaLig® Cr-02 の元素選択性
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標準溶液 1 BT Wash Elution １

As-01 AN-01

MetaSEP AnaLig® As-01、AN-01
フラクションパターン

As-01におけるフラクションデータ検討中

AN-01における保持挙動を検討中

次回分析化学討論会に詳細を報告予定

まとめ

• MetaSEP Cr-02の利用により、Cr(III)とCr(VI)の分離が可能

• Cr-02の元素選択性は、精製水マトリックスにおいて良好

• MetaSEP As-01PAのAsの価数別選択性は、検討段階

• As-01PAの再現性データが得られておらず、引き続き検討予定

今後の課題

• Cr-02 における溶出溶液（硝酸、塩酸、硫酸）の検討

• Cr-02 における、高塩マトリックス条件下での抽出

• As-01、AN-01、AN-02におけるAs(VI)選択性の追試

• As-01における詳細なフラクションデータの取得、再現性確認




